
リモートモニタリング

Cisco Desktop Collaboration ExperienceWebページから、次のような、デバイスに関するさまざ
まな情報を確認できます。

•デバイス情報

•ネットワークのセットアップ情報

•イーサネット統計

• WLANの設定

•デバイスログ

•ストリームの統計

この章では、Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページから取得可能な情報について説
明します。この情報は、Cisco Desktop Collaboration Experienceの操作のリモートモニタやトラブ
ルシューティングに役立てることができます。

また、この情報の多くは、Cisco Desktop Collaboration Experienceから直接取得することもできま
す。詳細については、モデル情報、ステータス、および統計情報を参照してください。

この章は次のトピックで構成されています。

• Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページにアクセスする, 2 ページ

• Webページへのアクセスの有効化および無効化, 3 ページ

• デバイス情報, 4 ページ

• ネットワーク設定, 6 ページ

• ネットワーク統計, 12 ページ

• デバイスログ, 16 ページ

• ストリームの統計, 16 ページ
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Cisco Desktop Collaboration Experience の Web ページにア
クセスする

CiscoDesktopCollaborationExperienceのWebページにアクセスするには、次の手順を実行します。

Webページにアクセスできない場合は、無効になっている可能性があります（このページはデ
フォルトで無効になっています）。詳細については、Webページへのアクセスの有効化およ
び無効化, （3ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 次の方法のいずれかの方法で、CiscoDesktopCollaborationExperienceの IPアドレスを取得します。

• Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択して、Cisco
Desktop Collaboration Experienceを検索します。Cisco Unified Communications Managerに登録
されている Cisco Desktop Collaboration Experienceデバイスの IPアドレスが、[電話の検索と
一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウと [電話の設定（Phone Configuration）]ウィン
ドウの上部に表示されます。

• Cisco Desktop Collaboration Experienceで、[設定（Settings）] > [デバイスについて（About
device）] > [ステータス（Status）] > [DHCP情報（DHCP Information）]を選択して、Wi-Fiま
たは Ethernet用の IPアドレスを取得します。

ステップ 2 Webブラウザを開いて、次のURLを入力します。ここで、IP_addressはCiscoDesktopCollaboration
Experienceの IPアドレスです。
http://<IP_address> または https://<IP_address>（CiscoDesktopCollaborationExperience
がサポートするプロトコルによって異なる）

Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページには、次の項目が含まれています。

• [デバイス情報（Device Information）]：Cisco Desktop Collaboration Experienceデバイスの設定
および関連情報を表示します。詳細については、デバイス情報, （4ページ）を参照してく
ださい。

• [ネットワークのセットアップ（NetworkSetup）]：ネットワーク設定情報およびCiscoDesktop
Collaboration Experienceのその他の設定情報を表示します。詳細については、ネットワーク
設定, （6ページ）を参照してください。

• [イーサネット統計（Ethernet Statistics）]：ネットワークトラフィックに関する情報を提供す
る、次のハイパーリンクが含まれます。

◦ [イーサネット情報（Ethernet Information）]：イーサネットトラフィックに関する情報
を提供します。詳細については、ネットワーク統計, （12ページ）を参照してくださ
い。
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◦ [アクセス（Access）]：CiscoDesktopCollaboration Experienceのネットワークトラフィッ
クに関する情報を提供します。詳細については、ネットワーク統計, （12ページ）を
参照してください。

◦ [ネットワーク（Network）]：Cisco Desktop Collaboration Experienceのネットワークトラ
フィックに関する情報を提供します。詳細については、ネットワーク統計, （12ペー
ジ）を参照してください。

• WLANの設定

• [デバイスログ（Device Logs）]：トラブルシューティングに利用できる情報を提供する次の
ハイパーリンクが含まれます。

◦ [コンソールログ（Console Logs）]：個々のログファイルへのハイパーリンクが含まれ
ています。詳細については、デバイスログ, （16ページ）を参照してください。

◦ [コアダンプ（CoreDumps）]：個々のダンプファイルへのハイパーリンクが含まれてい
ます。詳細については、デバイスログ, （16ページ）を参照してください。

◦ [ステータスメッセージ（StatusMessages）]：Cisco Desktop Collaboration Experienceに前
回電源が投入されてから生成された最新のステータスメッセージが 10件まで表示され
ます。詳細については、デバイスログ, （16ページ）を参照してください。

◦ [デバッグの表示（Debug Display）]：トラブルシューティング時に Cisco Technical
AssistanceCenter（TAC）のサポートが必要な場合に、役立つ可能性のあるデバッグメッ
セージを表示します。詳細については、デバイスログ, （16ページ）を参照してくだ
さい。

• [ストリームの統計（StreamingStatistics）]：[音声とビデオの統計（Audio andVideo statistics）]、
[ストリーム 1（Stream 1）]、[ストリーム 2（Stream 2）]、[ストリーム 3（Stream 3）]、[スト
リーム 4（Stream 4）]、[ストリーム 5（Stream 5）]、および [ストリーム 6（Stream 6）]ハイ
パーリンクを含み、さまざまなストリームの統計情報が表示されます。詳細については、ス

トリームの統計, （16ページ）を参照してください。

Web ページへのアクセスの有効化および無効化
セキュリティ上の理由から、Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページへのアクセスは
デフォルトで無効になっています。そのため、この章で説明しているWebページおよび Cisco
Unified Communications ManagerのユーザオプションWebページにアクセスできません。

Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページへのアクセスを無効にするには、次の手順を
実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

ステップ 2 Cisco Desktop Collaboration Experienceの検索条件を指定して [検索（Find）]をクリックします。ま
たは、[検索（Find）]をクリックしてすべての電話機を表示します。

ステップ 3 デバイス名をクリックして、そのデバイスの [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウを開
きます。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]セクションまで、下方向にスクロールし
ます。 [Webアクセス（Web Access）]ドロップダウンリストから、Webページアクセスを有効
にする場合は [有効（Enabled）]を選択し、Webページアクセスを無効にする場合は [無効
（Disabled）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
Cisco Quality Report Toolなどの一部の機能は、Cisco Desktop Collaboration Experienceの
Webページにアクセスしないと正しく動作しません。また、Webアクセスを無効にす
ると、CiscoWorksなどのWebアクセスに依存するサービスアビリティアプリケーショ
ンにも影響します。

（注）

デバイス情報
Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページにある [デバイス情報（Device Information）]
領域には、デバイスの設定および Cisco Desktop Collaboration Experienceの関連情報が表示されま
す。次の表に、これらの項目を示します。

[デバイス情報（Device Information）]エリアを表示するには、CiscoDesktopCollaboration Experience
のWebページにアクセスする, （2ページ）の説明に従って、CiscoDesktopCollaborationExperience
のWebページにアクセスしてから、[デバイス情報（Device Information）]ハイパーリンクをクリッ
クします。

表 1：[デバイス情報（Device Information）] 領域の項目

説明項目

Cisco Desktop Collaboration ExperienceのイーサネットMACアドレスMACアドレス（MAC
Address）

Wi-Fi接続用の IPアドレスWLAN MACアドレス
（WLAN MAC
Address）

MACアドレスに基づいて Cisco Desktop Collaboration Experienceに自動
的に割り当てられる一意の固定された名前

ホスト名（HostName）
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説明項目

Cisco Desktop Collaboration Experienceに割り当てられた電話番号電話番号（PhoneDN）

Cisco Desktop Collaboration Experience上で作動しているファームウェア
の ID

バージョン（Version）

Cisco Desktop Collaboration Experienceハードウェアのリビジョン値ハードウェアのリビ

ジョン（Hardware
Revision）

Cisco Desktop Collaboration Experienceの固有のシリアル番号シリアル番号（Serial
Number）

Cisco Desktop Collaboration Experienceのモデル番号モデル番号（Model
Number）

Cisco Desktop Collaboration Experienceのプライマリ回線で受信したボイ
スメッセージがあるかどうかを示します。

メッセージ受信

（Message Waiting）

Cisco Desktop Collaboration Experienceに関する次の Cisco Unique Device
Identifier（UDI）情報を提供します。

• [デバイスタイプ（Device Type）]：ハードウェアタイプを示しま
す。

•デバイスの説明：示されたモデルタイプに関連付けられた Cisco
Desktop Collaboration Experienceの名前を提供します。

•シリアル番号：Cisco Desktop Collaboration Experienceの一義的なシ
リアル番号を指定します。

UDI

Cisco Desktop Collaboration Experienceが属する Cisco Unified
Communications Managerの日時グループから取得される時刻。

時刻（Time）

Cisco Desktop Collaboration Experienceが属する Cisco Unified
CommunicationsManagerの日時グループから取得されるタイムゾーン。

タイムゾーン（Time
Zone）

Cisco Desktop Collaboration Experienceが属する Cisco Unified
Communications Managerの日時グループから取得される日付。

日付（Date）
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ネットワーク設定
CiscoDesktopCollaboration ExperienceのWebページにある [ネットワークのセットアップ（Network
Setup）]エリアには、ネットワークのセットアップ情報と Cisco Desktop Collaboration Experience
のその他の設定に関する情報が表示されます。次の表に、これらの項目を示します。

これらの項目の多くは、Cisco Desktop Collaboration Experienceの [ネットワークのセットアップ
（NetworkSetup）]メニューで表示し、設定できます。詳細については、CiscoDesktopCollaboration
Experienceの設定を参照してください。

[ネットワークのセットアップ（NetworkSetup）]エリアを表示するには、CiscoDesktopCollaboration
ExperienceのWebページにアクセスする, （2ページ）の説明に従って Cisco Desktop Collaboration
ExperienceのWebページにアクセスしてから、[ネットワークのセットアップ（Network Setup）]
ハイパーリンクをクリックします。

表 2：[ネットワークのセットアップ（Network Setup）] 項目

説明項目

Cisco Desktop Collaboration Experienceの IPアドレス取得元となる
Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）サーバの IPアドレス。

DHCPサーバ（DHCP
Server）

CiscoDesktopCollaborationExperienceのメディアアクセスコントロー
ル（MAC）アドレス。

MACアドレス（イーサ
ネットMACアドレス）
（MAC Address (Ethernet
MAC Address)）

DHCPサーバが Cisco Desktop Collaboration Experienceに割り当てた
ホスト名。

ホスト名（Host Name）

Cisco Desktop Collaboration Experienceが常駐しているドメインネー
ムシステム（DNS）ドメインの名前。

ドメイン名（Domain
Name）

Cisco Desktop Collaboration Experienceのインターネットプロトコル
（IP）アドレス。

IPアドレス（IP Address）

CiscoDesktopCollaborationExperienceによって使用されるサブネット
マスク。

サブネットマスク（Subnet
Mask）

CiscoDesktopCollaborationExperienceによって使用されるプライマリ
ドメインネームシステム（DNS）サーバ（DNSサーバ 1）およびオ
プションのバックアップ DNSサーバ 2～ 3。

DNSサーバ 1-3（DNS
Server 1-3）

CiscoDesktopCollaboration Experienceがメンバーになっている、Cisco
Catalystスイッチに設定された補助仮想ローカルエリアネットワー
ク（VLAN）。

接続先 VLAN ID
（Operational VLAN ID）
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説明項目

Cisco Desktop Collaboration Experienceがメンバーになっている補助
VLAN。

管理 VLAN ID（Admin.
VLAN ID）

スイッチポートの速度とデュプレックス。次のいずれかになりま

す。

• A：自動ネゴシエーション（Auto Negotiate）

• 10H：10BaseT/半二重

• 10F：10BaseT/全二重

• 100H：100BaseT/半二重

• 100F：100BaseT/全二重

• 1000F：1000BaseT/全二重

• [リンクがありません（NoLink）]：スイッチポートへの接続が
ありません。

SWポートの速度（SW
Port Speed）

スイッチポートの速度とデュプレックス。次のいずれかになりま

す。

• A：自動ネゴシエーション（Auto Negotiate）

• 10H：10-BaseT/半二重

• 10F：10-BaseT/全二重

• 100H：100-BaseT/半二重

• 100F：100-BaseT/全二重

• 1000F：1000-BaseT/全二重

• [リンクがありません（NoLink）]：スイッチポートへの接続が
ありません。

PCポートの速度（SWPort
Speed）

PCに送信されたパケットから 802.1P/Qタグを識別し、削除するた
めに使用される VLAN。

PC VLAN
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説明項目

Cisco Desktop Collaboration Experienceを登録可能な Cisco Unified
Communications Managerサーバのホスト名または IPアドレス（優先
度順）。限定的された Cisco Unified Communications Manager機能を
提供できる SRSTルータが使用可能な場合、項目にそのルータの IP
アドレスが表示されることもあります。

使用可能なサーバについては、この項目に Cisco Unified
Communications Managerサーバの IPアドレスと、次の状態のいずれ
かが表示されます。

• [アクティブ（Active）]：Cisco Desktop Collaboration Experience
が現在コール処理サービスを受けている

Cisco Unified Communications Managerサーバです。

• [スタンバイ（Standby）]：現在のサーバがダウンした場合に、
Cisco Desktop Collaboration Experienceが切り替える先の Cisco
Unified Communications Managerサーバ。

• [空白（Blank）]：この Cisco Unified Communications Manager
サーバへの接続は現在ありません。

項目には、Survivable Remote Site Telephony（SRST）指定も含めるこ
とができます。これは、限定された Cisco Unified Communications
Manager機能を提供できる SRSTルータを特定します。このルータ
は、他のすべての Cisco Unified Communications Managerサーバが到
達不能になった場合に、コールの処理を引き継ぎます。 SRST
CiscoUnified CommunicationsManagerは、アクティブであっても、常
にサーバのリストの最後尾に表示されます。 SRSTルータアドレス
は、[Cisco Unified Communications Managerの設定（Cisco Unified
CommunicationsManager Configuration）]ウィンドウの [デバイスプー
ル（Device Pool）]セクションで設定します。

CUCMサーバ 1-5（DNS
Server 1-5）

Cisco Desktop Collaboration Experienceに表示されるヘルプテキスト
の URL。

情報 URL（Information
URL）

CiscoDesktopCollaborationExperienceがディレクトリ情報を取得する
サーバの URL。

ディレクトリ URL
（Directories URL）

Cisco Desktop Collaboration Experienceでメッセージサービスの取得
元となるサーバの URL。

メッセージ URL
（Messages URL）

CiscoDesktopCollaborationExperienceでサービスの取得元となるサー
バの URL。

サービス URL（Services
URL）

リスニングステートおよびラーニングステートの時間。転送の遅延（Forwarding
Delay）
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説明項目

Cisco Desktop Collaboration Experienceで DHCPが使用されているか
どうかを示します。

DHCPを使う（DHCP
Enabled）

CiscoDesktopCollaborationExperienceの [ネットワークの設定（Network
Configuration）]メニューの [DHCPアドレス解放（DHCP Address
Released）]オプションの設定を示します。

DHCPアドレス解放
（DHCPAddressReleased）

Cisco Desktop Collaboration Experienceで使用される、プライマリの
Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバ。

TFTPサーバー 1（TFTP
Server 1）

CiscoDesktopCollaborationExperienceで使用される、バックアップの
Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバ。

TFTPサーバー 2（TFTP
Server 2）

Cisco Desktop Collaboration Experienceが代替 TFTPサーバを使用して
いるかどうかを示します。

代替 TFTP（Alternate
TFTP）

Cisco Desktop Collaboration Experienceが [URLのアイドル時間（Idle
URL Time）]で指定された時間にわたって使用されず、メニューが
開かれていない場合に、CiscoDesktopCollaborationExperienceによっ
て表示される URL。

アイドルURL（IdleURL）

何秒数間 Cisco Desktop Collaboration Experienceが使用されず、メ
ニューが開かれなかった場合に、[アイドル URL（Idle URL）]に指
定された XMLサービスがアクティブになるかを示します。

URLのアイドル時間（Idle
URL Time）

Cisco Desktop Collaboration ExperienceのHTTPクライアントの代わり
にローカル以外のホストアドレスに HTTP要求を送信し、ローカル
以外のホストからCisco Desktop Collaboration Experience HTTPクライ
アントへの応答を提供するプロキシサーバの URL。

プロキシサーバの URL
（Proxy Server URL）

CiscoDesktopCollaboration ExperienceWebサーバに発行された要求を
検証するために、Cisco Desktop Collaboration Experienceが使用する
URL。

認証 URL（Authentication
URL）

Cisco Desktop Collaboration Experienceユーザに関連付けられている
ユーザロケール。言語、フォント、日付と時刻の形式、および英数

字キーボードのテキスト情報など、ユーザをサポートするための一

連の詳細情報を示します。

ユーザロケール（User
Locale）

Cisco Desktop Collaboration Experienceユーザに関連付けられている
ネットワークロケール。 Cisco Desktop Collaboration Experienceが使
用するトーンと断続周期の定義など、特定の場所にあるCiscoDesktop
CollaborationExperienceをサポートするための一連の詳細情報を示し
ます。

ネットワークロケール

（Network Locale）
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説明項目

Cisco Desktop Collaboration Experienceにロードされたユーザロケー
ルのバージョン。

ユーザロケールバージョ

ン（User Locale Version）

Cisco Desktop Collaboration Experienceにロードされたネットワーク
ロケールのバージョン。

ネットワークロケール

バージョン（Network
Locale Version）

Cisco Desktop Collaboration Experienceメディアステーション上の PC
ポートが有効になっているか無効になっているかを示します。

PCポートを無効にする
（PC Port Disabled）

CiscoDesktop Collaboration ExperienceがGratuitous ARP応答からMAC
アドレスを学習するかどうかを示します。

GARPを使う（GARP
Enabled）

Cisco Desktop Collaboration Experienceがビデオコールに参加できる
かどうかを示します。

ビデオ機能を使う（Video
Capability Enabled）

Cisco Desktop Collaboration Experienceが、PCポートに接続されたデ
バイスに、ボイス VLANへのアクセスを許可するかどうかを示しま
す。

ボイス VLANを使う
（Voice VLAN Enabled）

コール制御シグナリングの DSCP IP分類。通話制御の DSCP（DSCP
for Call Control）

Cisco Desktop Collaboration Experienceの設定転送の DSCP IP分類。コール制御シグナリングの

DSCP IP分類。（DSCP IP
classification for call control
signaling.）

CiscoDesktop Collaboration ExperienceベースのサービスのDSCP IP分
類。

サービスの DSCP（DSCP
for Services）

CiscoDesktopCollaborationExperienceに設定されているセキュリティ
モード。

セキュリティモード

（Security Mode）

Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebアクセスが有効（[はい
（Yes）]）か無効（[いいえ（No）]）かを示します。

Webアクセス可能（Web
Access Enabled）

Cisco Desktop Collaboration Experienceが、ネットワークポートで送
信および受信したパケットを、アクセスポートへ転送するかどうか

を示します。

PCポートへのスパン
（Span to PC Port）
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説明項目

PCポートでCDPがサポートされているかどうかを示します（デフォ
ルトでは有効）。

CDPが Cisco Unified Communications Managerで無効になっていると
きは、PCポートで CDPを無効にすると、CVTAが動作しなくなる
ことを示す警告が表示されます。

PCポートとスイッチポートの CDPに関する現在の値は、[設定
（Settings）]メニューに表示されます。

PCポートのCDP（CDPon
PC Port）

スイッチポートで CDPがサポートされているかどうかを示します
（デフォルトでは有効）。

Cisco Desktop Collaboration Experience、電力ネゴシエーション、QoS
管理、および 802.1xセキュリティにVLANを割り当てる場合は、ス
イッチポートで CDPを有効にします。

Cisco Desktop Collaboration Experienceを Ciscoスイッチに接続した場
合は、スイッチポートで CDPを有効にします。

Cisco Unified Communications Managerで無効になっているときは、
Cisco Desktop Collaboration Experienceを Ciscoスイッチ以外のスイッ
チに接続した場合に限り、スイッチポートでCDPを無効にする必要
があることを示す警告が表示されます。

PCポートとスイッチポートの CDPに関する現在の値は、[設定
（Settings）]メニューに表示されます。

SWポートの CDP（CDP
on SW Port）

スイッチポートで Link Layer Discovery Protocol Media Endpoint
Discovery（LLDP-MED）が有効になっているかどうかを示します。

LLDP-MED：SWポート
（LLDP-MED: SW Port）

リンク層検出プロトコル（LLDP）が PCポートで有効かどうかを示
します。

LLDP：PCポート（LLDP:
PC Port）

CiscoDesktopCollaborationExperienceの電源優先度をスイッチにアド
バタイズし、スイッチが電源を適切に Cisco Desktop Collaboration
Experienceに供給できるようにします。次の設定があります。

•不明（Unknown）

•低（Low）

•大（High）

•重要（Critical）

LLDP電源優先度（LLDP
Power Priority）

在庫管理のために Cisco Desktop Collaboration Experience割り当てら
れるアセット IDを識別します。

LLDPアセット ID（LLDP
Asset ID）
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説明項目

管理者は、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理を使用して、
Cisco Desktop Collaboration Experienceのテーブルポートの速度と機
能をリモートで設定できます。

スイッチポートのリモー

ト設定（SwitchPortRemote
Configuration）

管理者は、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理を使用して、
Cisco Desktop Collaboration Experienceのテーブルポートの速度と機
能をリモートで設定できます。

PCポートのリモート設定
（PC Port Remote
Configuration）

ネットワーク統計
ネットワーク統計の領域を表示するには、CiscoDesktopCollaborationExperienceの説明に従って、
Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページにアクセスします。ネットワーク統計の領域
を表示するには、Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページにアクセスする, （2ペー
ジ）の説明に従って、Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページにアクセスします。

• [イーサネット情報（Ethernet Information）]：イーサネットトラフィックに関する情報を表示
します。最初の表に、この領域の項目を示します。

• [アクセス（Access）]エリア：Cisco Desktop Collaboration Experienceで送受信されるネット
ワークトラフィックに関する情報を提供します。二番目の表に、この領域の項目を示しま

す。

• [ネットワーク（Network）]エリア：Cisco Desktop Collaboration Experienceで送受信される
ネットワークトラフィックに関する情報を提供します。二番目の表に、この領域の項目を

示します。

ネットワーク統計エリアを表示するには、Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページに
アクセスする, （2ページ）で説明しているように Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWeb
ページにアクセスして、[イーサネット情報（Ethernet Information）]、[アクセス（Access）]、ま
たは [ネットワーク（Network）]ハイパーリンクをクリックします。

表 3：[イーサネット情報（Ethernet Information）] の項目

説明項目

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって送信されたパケットの合計数Txフレーム（Tx
Frames）

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって送信されたブロードキャスト
パケットの合計数

Txブロードキャ
スト（Tx
broadcast）
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説明項目

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって送信されたマルチキャストパ
ケットの合計数

Txマルチキャス
ト（Txmulticast）

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって送信されたユニキャストパ
ケットの合計数

Txユニキャスト
（Tx unicast）

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって受信されたパケットの合計数Rxフレーム（Rx
Frames）

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって受信されたブロードキャスト
パケットの合計数

Rxブロードキャ
スト（Rx
broadcast）

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって受信されたマルチキャストパ
ケットの合計数

Rxマルチキャス
ト（Rxmulticast）

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって受信されたユニキャストパ
ケットの合計数

Rxユニキャスト
（Rx unicast）

ダイレクトメモリアクセス（DMA）記述子がないために廃棄されたパケッ
トの総数

Rx PacketNoDes

表 4：[アクセス（Access）] 領域と [ネットワーク（Network）] 領域の項目

説明項目

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって受信されたパケットの
合計数

Rx totalPkt

CRCが失敗した、受信されたパケットの合計数Rx crcErr

フレームチェックシーケンス（FCS）が無効であり、長さが 64～
1522バイトの受信されたパケットの合計数

Rx alignErr

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって受信されたマルチキャ
ストパケットの合計数

Rxマルチキャスト（Rx
multicast）

CiscoDesktopCollaborationExperienceによって受信されたブロードキャ
ストパケットの合計数

Rxブロードキャスト
（Rx broadcast）

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって受信されたユニキャス
トパケットの合計数

Rxユニキャスト（Rx
unicast）
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説明項目

サイズが 64バイトより小さい、受信された FCSエラーパケットまた
は Alignエラーパケットの合計数

Rx shortErr

サイズが 64バイトより小さい、受信された有効なパケットの合計数Rx shortGood

サイズが 1522バイトより大きい、受信された有効なパケットの合計
数

Rx longGood

サイズが 1522バイトより大きい、受信された FCSエラーパケットま
たは Alignエラーパケットの合計数

Rx longErr

無効なパケットを含め、サイズが 0～ 64バイトまでの受信されたパ
ケットの合計数

Rx size64

無効なパケットを含め、サイズが 65～ 127バイトまでの受信された
パケットの合計数

Rx size65to127

無効なパケットを含め、サイズが 128～ 255バイトまでの受信された
パケットの合計数

Rx size128to255

無効なパケットを含め、サイズが 256～ 511バイトまでの受信された
パケットの合計数

Rx size256to511

無効なパケットを含め、サイズが 512～ 1023バイトまでの受信され
たパケットの合計数

Rx size512to1023

無効なパケットを含め、サイズが 1024～ 1518バイトまでの受信され
たパケットの合計数

Rx size1024to1518

リソース不足（FIFOオーバーフローなど）が原因でドロップされたパ
ケットの合計数

Rx tokenDrop

メディアがビジーであるために送信が遅れたパケットの合計数Tx excessDefer

パケット転送の開始後 512ビット時間過ぎてから衝突が起こった回数Tx lateCollision

Cisco Desktop Collaboration Experienceが受信した有効なパケット（マ
ルチキャスト、ブロードキャスト、ユニキャスト）の総数

Tx totalGoodPkt

パケットの送信中に生じた衝突の合計回数Tx Collisions

パケットの転送が 16回試行されたために送信されなかったパケット
の合計数

Tx excessLength
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説明項目

CiscoDesktopCollaborationExperienceによって送信されたブロードキャ
ストパケットの合計数

Txブロードキャスト
（Tx broadcast）

Cisco Desktop Collaboration Experienceによって送信されたマルチキャ
ストパケットの合計数

Txマルチキャスト（Tx
multicast）

Cisco Desktop Collaboration Experienceから送信された LLDPフレーム
の合計数

LLDP FramesOutTotal

キャッシュ内でタイムアウトになった LLDPフレームの合計数LLDP AgeoutsTotal

必須のTLVのいずれかが欠落しているか不正である、または文字列の
長さが範囲外である場合に廃棄される、LLDPフレームの総数

LLDP
FramesDiscardedTotal

検出可能な 1つ以上のエラーとともに受信された LLDPフレームの合
計数

LLDPFramesInErrorsTotal

Cisco Desktop Collaboration Experienceで受信された LLDPフレームの
合計数

LLDP FramesInTotal

破棄された LLDP TLVの総数LLDP TLVDiscardedTotal

Cisco Desktop Collaboration Experienceで認識されない LLDP TLVの総
数

LLDP
TLVUnrecognizedTotal

CDPで検出された、このポートに接続されているデバイスの IDCDPネイバーデバイス
ID（CDPNeighborDevice
ID）

CDPで検出されたネイバーデバイスの IPアドレスCDPネイバー IPアドレ
ス（CDP Neighbor IP
Address）

CDPで検出された、Cisco Desktop Collaboration Experienceが接続され
ているネイバーデバイスのポート

CDPネイバーポート
（CDP Neighbor Port）

LLDPで検出された、このポートに接続されているデバイスの IDLLDPネイバーデバイス
ID（LLDP Neighbor
Device ID）

LLDPで検出されたネイバーデバイスの IPアドレスLLDPネイバー IPアドレ
ス（LLDP Neighbor IP
Address）
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説明項目

LLDPで検出された、CiscoDesktop Collaboration Experienceが接続され
ているネイバーデバイスのポート

LLDPネイバーポート
（LLDP Neighbor Port）

速度とデュプレックス情報ポート情報（Port
Information）

デバイスログ
Cisco Desktop Collaboration Experience Webページにある次のデバイスログのハイパーリンクは、
CiscoDesktopCollaborationExperienceのモニタとトラブルシューティングに役立つ情報を提供しま
す。デバイスログエリアにアクセスするには、Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebペー
ジにアクセスする, （2ページ）の説明に従って Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWeb
ページにアクセスします。

• [コンソールログ（Console Logs）]：個々のログファイルへのハイパーリンクが含まれてい
ます。コンソールログファイルには、現在の Syslog、非アクティブロードのアーカイブ済
みログ、最後のリブートのログ、現在のロードのアーカイブ済みログ、問題レポートツール

によって生成された圧縮済みのログ集合などがあります。

• [コアダンプ（Core Dumps）]：個々のダンプファイルへのハイパーリンクが含まれていま
す。コアダンプ（tombstone_xx）には、アプリケーションがクラッシュしたときのデータが
含まれています。 ANRファイル（traces.txt）には、Cisco Desktop Collaboration Experience OS
によって応答がないと判断され、ユーザが停止したアプリケーションのデータが含まれてい

ます。

• [ステータスメッセージ（Status Messages）]：電話機に最後に電源が投入されてから Cisco
Desktop Collaboration Experienceが生成したステータスメッセージの中で最近のものを最大
50件表示します。この情報は、デバイスの [ステータスメッセージ（Status Messages）]画
面にも表示されます。 [ステータスメッセージ（Status Messages）]画面に、表示される可能
性のあるステータスメッセージの説明を示します。

• [デバッグの表示（Debug Display）]：トラブルシューティングのサポートを依頼する際に、
Cisco TACに有用なデバッグメッセージを提供します。

ストリームの統計
CiscoDesktopCollaborationExperienceは、コール中、または音声やデータの送受信サービスの作動
中に、情報をストリーミングします。

Cisco Desktop Collaboration ExperienceのWebページの [ストリームの統計（Streaming Statistics）]
領域には、ストリームに関する情報が表示されます。
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[ストリームの統計（Streaming Statistics）]エリアを表示するには、Cisco Desktop Collaboration
ExperienceのWebページにアクセスする, （2ページ）の説明に従って Cisco Desktop Collaboration
ExperienceのWebページにアクセスしてから、[ストリーム（Stream）]ハイパーリンクをクリッ
クします。

次の表に、[ストリームの統計（Streaming Statistics）]領域の項目を示します。

表 5：[ストリームの統計（Streaming Statistics）] 領域の項目

説明項目

ストリームの宛先の IPアドレスおよび UDPポート。リモートアドレス（Remote
Address）

Cisco Desktop Collaboration Experienceの IPアドレスおよび UDP
ポート。

ローカルアドレス（Local
Address）

Cisco Unified Communications Managerが Cisco Desktop
CollaborationExperience電話機にパケットの送信開始を要求した
時間を示す内部タイムスタンプ。

開始時間（Start Time）

ストリーミングがアクティブかどうかを示します。ストリームステータス（Stream
Status）

MACアドレスに基づいて Cisco Desktop Collaboration Experience
に自動的に割り当てられる一意の固定された名前。

ホスト名（Host Name）

この接続の開始以降に Cisco Desktop Collaboration Experienceが
送信した RTPデータパケットの合計数。接続が受信専用に設
定されている場合、値は 0です。

送信パケット（SenderPackets）

この接続の開始以降に Cisco Desktop Collaboration Experienceが
RTPデータパケットで送信したペイロードオクテットの合計
数。接続が受信専用に設定されている場合、値は 0です。

送信オクテット（Sender
Octets）

送信ストリームに使用された音声符号化のタイプ。送信コーデック（Sender
Codec）

RTCP送信レポートが送信された回数。送信した送信レポート（Sender
Reports Sent）（注を参照）

最後に RTCP送信レポートが送信された時間を示す内部タイム
スタンプ。

送信した送信レポート時間

（Sender Report Time Sent）（注
を参照）
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説明項目

この接続でのデータの受信を開始してから失われたRTPデータ
パケットの総数。予期されたパケット数から受信されたパケッ

ト数を差し引いた値として定義されます。受信パケット数には、

遅延または重複パケットも含まれます。接続が送信専用に設定

されていた場合、値は 0として表示されます。

受信喪失パケット（Rcvr Lost
Packets）

RTPデータパケットの内部到着時間の平均偏差の推定値（ミリ
秒単位）。接続が送信専用に設定されていた場合、値は 0とし
て表示されます。

平均ジッター（Avg Jitter）

受信ストリームに使用された音声符号化のタイプ。受信コーデック（Rcvr Codec）

RTCP受信レポートが送信された回数。送信した受信レポート（Rcvr
Reports Sent）（注を参照）

RTCP受信レポートが送信された時間を示す内部タイムスタン
プ。

送信した受信レポート時間

（Rcvr Report Time Sent）（注
を参照）

この接続でのデータ受信の開始以降にCiscoDesktopCollaboration
Experienceが受信したRTPデータパケットの総数。マルチキャ
ストコールの場合は、さまざまな送信元から受信したパケット

が含まれます。接続が送信専用に設定されていた場合、値は 0
として表示されます。

受信パケット（Rcvr Packets）

この接続での受信を開始してからデバイスがRTPデータパケッ
トで受信したペイロードオクテットの総数。マルチキャスト

コールの場合は、さまざまな送信元から受信したパケットが含

まれます。接続が送信専用に設定されていた場合、値は 0とし
て表示されます。

受信オクテット（Rcvr Octets）

隠蔽フレームの総数を、音声ストリームの開始以降に受信され

た音声フレームの総数で割った値。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal Ratio）

アクティブな音声に先行する3秒間の間隔における、音声フレー
ムに対する隠蔽フレームの比率。音声アクティビティ検出

（VAD）を使用する場合は、アクティブな音声を 3秒集めるた
めに、もっと長い間隔が必要になる可能性があります。

直近フレーム損失率（Interval
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の損失率。最大フレーム損失率（Max
Conceal Ratio）
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説明項目

音声ストリームの開始以降、隠蔽イベント（フレーム損失）が

あった秒数（[深刻なフレーム損失発生秒数（Severely Conceal
Secs）]の値を含む）。

フレーム損失発生秒数（Conceal
Secs）

音声ストリームの開始以降、5%を超える隠蔽イベント（フレー
ム損失）があった秒数。

深刻なフレーム損失発生秒数

（Severely Conceal Secs）

ネットワーク遅延の推定値（ミリ秒単位）。ラウンドトリップ

遅延の実行中の平均値を表します。これは、RTCP受信レポー
トブロックの受信時に測定されます。

遅延（Latency）（注を参照）

瞬時ジッターの最大値（ミリ秒単位）。最大ジッター（Max Jitter）

送信ストリームの RTPパケットサイズ（ミリ秒単位）。送信サイズ（Sender Size）

RTCP送信レポートが受信された回数。受信した送信レポート（Sender
ReportsReceived）（注を参照）

RTCP送信レポートが最後に受信された時間。受信した送信レポート時間

（Sender Report TimeReceived）
（注を参照）

受信ストリームの RTPパケットサイズ（ミリ秒単位）。受信サイズ（Rcvr Size）

ネットワークから受信されたが、ジッターバッファから廃棄さ

れた RPTパケット。
受信削除（Rcvr Discarded）

RTCP受信レポートが受信された回数。受信した受信レポート（Rcvr
ReportsReceived）（注を参照）

RTCP受信レポートが最後に受信された時間。受信した受信レポート時間

（Rcvr Report Time Received）
（注を参照）

音声品質メトリック（Voice Quality Metrics）

隠蔽フレームの総数を、音声ストリームの開始以降に受信され

た音声フレームの総数で割った値。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal Ratio）

アクティブな音声に先行する3秒間の間隔における、音声フレー
ムに対する隠蔽フレームの比率。音声アクティビティ検出

（VAD）を使用する場合は、アクティブな音声を 3秒集めるた
めに、もっと長い間隔が必要になる可能性があります。

直近フレーム損失率（Interval
Conceal Ratio）
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説明項目

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の損失率。最大フレーム損失率（Max
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、隠蔽イベント（フレーム損失）が

あった秒数（[深刻なフレーム損失発生秒数（Severely Conceal
Secs）]の値を含む）。

フレーム損失発生秒数（Conceal
Secs）

音声ストリームの開始以降、5%を超える隠蔽イベント（フレー
ム損失）があった秒数。

深刻なフレーム損失発生秒数

（Severely Conceal Secs）

RTP制御プロトコルが無効になっている場合、このフィールドのデータは生成されないため、
0が表示されます。

（注）

詳細については、Cisco Desktop Collaboration Experienceの設定を参照してください。
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